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は
じ
め
に

鞠
智
城
は
、『
続
日
本
紀
』
文
武
天
皇
二
年
（
六
九
八
）
五
月
二
五
日
条
に
「
甲

申
。
令
大
宰
府
一
繕
治
大
野
。
基
肄
。
鞠
智
三
城
。」
と
記
さ
れ
た
古
代
山
城

で
あ
る
。
大
宰
府
都
城
の
主
要
施
設
で
あ
る
大
野
城
や
基
肄
城
と
な
ら
ぶ
古
代

山
城
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
少
な
く
と
も
、
城
の
繕
治
に
大
宰
府
が
関
与
し
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
鞠
智
城
に
直
接
関
係
す
る
文
字
記
録
は

少
な
く
、
そ
の
実
態
解
明
は
発
掘
調
査
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
二
〇
一
二

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』
は
、
そ
の
到
達
点
と
も
言
う
べ
き
調
査
報

告
書
と
な
る
。

本
書
に
お
け
る
遺
跡
の
変
遷
観
は
、
鞠
智
城
Ⅰ
期
か
ら
Ⅴ
期
（
七
世
紀
後
半

か
ら
一
〇
世
紀
中
頃
）
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
本
研
究
で
対
象
と
す
る
「
鞠
智

城
築
造
前
後
」
は
、「
鞠
智
城
Ⅰ
期
（
七
世
紀
後
半
）」
以
前
に
該
当
す
る
。
こ

の
七
世
紀
後
半
は
先
述
し
た
「
繕
治
」
を
含
ん
で
お
り
、
木
村
龍
生
氏
に
よ
る

土
器
の
量
的
検
討
成
果
と
整
合
す
る
（
木
村
二
〇
一
二
）。
本
検
討
に
基
づ
く

と
、
七
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
八
世
紀
第
１
四
半
期
の
須
恵
器
出
土
量
が
圧
倒

的
に
多
く
、
当
該
期
の
鞠
智
城
に
多
く
の
物
資
供
給
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
確
実

視
で
き
る
。

こ
の
七
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
八
世
紀
第
１
四
半
期
に
か
け
て
の
物
資
供
給

量
の
増
大
は
、鞠
智
城
の
繕
治
を
実
施
し
た
大
宰
府
と
も
共
通
す
る
。
つ
ま
り
、

鞠
智
城
Ⅰ
期
（
築
造
・
繕
治
）
の
実
態
解
明
に
は
、
大
宰
府
と
の
比
較
研
究
が

重
要
な
視
点
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
鞠
智
城
と
大
宰
府
の
対
比
を
軸

に
、「
軍
備
」
と
い
う
視
点
か
ら
鞠
智
城
の
実
像
を
追
求
す
る
。
具
体
的
に
は

軍
備
の
要
と
な
る
「
兵
器
の
確
保
」、「
備
蓄
兵
器
の
実
態
」、「
兵
器
の
運
用
」

を
検
討
す
る
。

一
．
鞠
智
城
築
造
前
後
の
兵
器
生
産

「
兵
器
の
確
保
」
で
は
、
生
産
場
所
と
な
る
冶
金
工
房
を
検
討
す
る
。
西
海

道
の
中
心
で
あ
る
大
宰
府
の
冶
金
工
房
の
概
要
を
整
理
し
、
鞠
智
城
築
造
前
後

の
冶
金
工
房
の
運
営
状
況
と
技
術
水
準
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
後
、
鞠
智
城

城
内
と
城
外
の
冶
金
工
房
の
様
相
を
検
討
す
る
。

（
一
）
大
宰
府
の
冶
金
工
房

大
宰
府
で
操
業
さ
れ
た
冶
金
工
房
は
、
条
坊
外
と
条
坊
内
で
操
業
さ
れ
た
も

の
の
二
者
に
区
分
で
き
る
。

【
大
宰
府
条
坊
外
の
冶
金
工
房
】　

大
宰
府
条
坊
外
の
冶
金
工
房
と
し
て
、

ま
ず
大
宰
府
政
庁
か
ら
南
西
一
．
七
㎞
に
位
置
す
る
佐
野
地
区
遺
跡
群
が
注
目

で
き
る
。
佐
野
地
区
遺
跡
群
で
は
、
製
鉄
・
製
炭
が
須
恵
器
生
産
と
同
一
の
丘

陵
で
な
さ
れ
て
お
り
、
大
宰
府
都
城
で
の
消
費
を
念
頭
に
各
工
房
が
複
合
的
に

操
業
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
鉄
鉱
石
製
鉄
炉
に
隣
接
し
て
竪
穴
建
物

一
三
棟
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
建
て
替
え
回
数
か
ら
見
て
、
七
世
紀
後
半
か
ら

八
世
紀
前
半
に
か
け
て
長
期
間
工
房
が
維
持
さ
れ
た
点
で
あ
る
（
第
1
図
）
。

小
嶋　

篤　

　
　

鞠
智
城
築
造
前
後
の
軍
備
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な
お
、
本
地
点
の
鉱
滓
に
は
、
製
錬
滓
に
加
え
て
銅
滓
が
含
ま
れ
て
い
た
。
さ

ら
に
、
工
房
の
斜
面
下
に
あ
る
流
路
か
ら
は
、
七
世
紀
後
半
の
漆
付
着
須
恵
器

や
付
札
木
簡
も
出
土
し
た
。
漆
付
着
須
恵
器
は
い
ず
れ
も
パ
レ
ッ
ト
状
に
利
用

さ
れ
て
お
り
、
漆
工
の
存
在
が
確
実
視
で
き
る
。
以
上
の
様
相
か
ら
見
て
、
佐

野
地
区
遺
跡
群
で
操
業
さ
れ
た
工
房
は
、
「
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
」
で
あ
っ

た
と
判
断
で
き
る
（
小
池
二
〇
一
一
、
小
嶋
二
〇
一
四
a
）
。

佐
野
地
区
遺
跡
群
以
外
に
も
、池
田
遺
跡
（
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
）

や
宝
満
山
遺
跡
群
（
八
世
紀
前
半
）
で
製
鉄
工
房
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
①

始
発
原
料
（
砂
鉄
）
の
違
い
や
、
②
製
炭
遺
構
の
違
い
（
横
口
付
炭
窯
・
登
窯

式
炭
窯
・
方
形
製
炭
土
坑
）、
③
併
設
工
房
の
違
い
が
あ
り
、
技
術
的
系
譜
や

工
房
の
運
営
形
態
が
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る
状
況
が
伺
え
る
。
つ
ま
り
、
大
宰
府

都
城
の
建
設
・
整
備
を
支
え
た
製
鉄
工
房
は
、
画
一
的
な
技
術
保
有
集
団
で
は

な
く
、
多
系
統
の
技
術
保
有
集
団
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
た
と
把
握
で
き
る
。

【
大
宰
府
条
坊
内
の
冶
金
工
房
】　

大
宰
府
条
坊
内
の
冶
金
工
房
は
、
大
野
城

の
眼
下
に
あ
る
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
に
集
中
す
る
。
七
世
紀
後
半
の
冶
金

工
房
は
大
宰
府
政
庁
に
隣
接
し
、
蔵
司
丘
陵
と
来
木
丘
陵
に
挟
ま
れ
た
谷
筋
の

両
岸
に
展
開
し
て
い
る
。
し
か
も
、
不
丁
地
区
で
の
冶
金
関
連
遺
物
の
集
中
的

出
土
を
見
る
と
、
後
の
政
庁
前
面
域
に
も
冶
金
工
房
が
存
在
し
て
お
り
、
広
大

な
工
房
域
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
（
第
2
図
）
。
た
だ
し
、
八
世
紀
以
降

の
官
衙
と
重
複
す
る
こ
と
も
あ
り
、
当
該
期
の
遺
構
の
全
容
は
不
明
で
あ
る
。

七
世
紀
後
半
の
冶
金
工
房
の
遺
構
に
は
、
来
木
丘
陵
南
端
の
巨
大
な
竪
穴
建

物
（
南
北
一
三
．
五
ｍ
、
東
西
七
．
五
ｍ
）
が
あ
り
、
遺
構
埋
土
か
ら
坩
堝
が

一
括
廃
棄
さ
れ
た
状
態
で
出
土
し
た
。
本
遺
構
か
ら
は
、
谷
筋
に
散
在
す
る
と

見
ら
れ
る
冶
金
工
房
の
一
端
が
垣
間
見
え
る
。

こ
の
よ
う
な
冶
金
工
房
が
、
大
宰
府
条
坊
外
の
製
鉄
工
房
で
生
成
さ
れ
た
原

料
鉄
の
主
要
な
消
費
地
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
か
ら

は
、精
錬
鍛
冶
で
生
じ
た
椀
形
滓
が
各
所
で
出
土
す
る
。
金
属
学
的
所
見
で
は
、

よ
り
具
体
的
な
操
業
方
法
が
示
さ
れ
て
お
り
、
七
世
紀
後
半
段
階
で
「
廃
鉄
器

の
脱
炭
下
げ
精
錬
（
再
溶
解
）」・「
高
温
沸
し
鍛
接
」
が
な
さ
れ
た
と
想
定
さ

れ
て
い
る
（
大
澤
二
〇
一
四
）。
加
え
て
、
銅
製
品
の
製
作
も
実
施
し
て
お
り
、

坩
堝
の
出
土
量
も
多
い
。
冶
金
関
連
遺
物
に
は
、
大
型
羽
口
や
炉
壁
も
含
ま
れ

て
お
り
、
自
立
型
溶
解
炉
の
存
在
も
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
冶
金
工
房
に
併
設
す
る
形
で
、
漆
工
房
も
操
業
さ
れ
た
。
そ
の
実

態
を
示
す
資
料
に
は
、
漆
付
着
工
具(

木
製
箆)

、
漆
付
着
布(

漆
濾
し
布)

、

漆
付
着
容
器(

作
業
・
運
搬
・
貯
蔵
容
器)

が
あ
る
。
漆
運
搬
・
貯
蔵
容
器
と
な
っ

た
瓶
類
の
多
量
出
土
は
、
七
世
紀
後
半
の
漆
消
費
量
が
膨
大
で
あ
っ
た
こ
と
を

伺
わ
せ
る
。

大
宰
府
直
営
の
大
規
模
な
「
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
」
は
、
大
宰
府
都
城
の

整
備
を
担
っ
た
と
判
断
で
き
、
ま
さ
し
く
「
甲
申
。
令
大
宰
府
一
繕
治
大
野
。

基
肄
。鞠
智
三
城
。」の
一
翼
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。加
え
て
、『
日
本
書
記
』

天
武
一
四
年
（
六
八
五
）
一
一
月
甲
辰
条
で
は
、「
筑
紫
大
宰
へ
の
『
鉄
一
万
斤
、

箭
竹
二
千
本
』
の
輸
送
」
記
事
が
あ
り
、
筑
紫
大
宰
体
制
下
で
の
兵
器
生
産
が

認
め
ら
れ
る
。
筑
紫
大
宰
の
要
請
に
応
じ
て
、
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
の
工
房

群
等
で
兵
器
加
工
が
実
施
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
本
記
事
は
九
州
外

か
ら
の
物
資
供
給
の
存
在
を
示
す
上
で
も
注
目
で
き
、
七
世
紀
後
半
に
お
け
る

大
宰
府
で
の
物
資
消
費
量
の
規
模
を
も
伺
わ
せ
る
。
無
論
、
物
資
消
費
の
対
象

に
は
、
鞠
智
城
の
繕
治
も
含
ま
れ
る
。

（
二
）
鞠
智
城
城
内
の
冶
金
工
房

鞠
智
城
城
内
で
は
冶
金
関
連
遺
構
は
未
確
認
で
あ
る
が
、
堆
積
層
中
よ
り
羽

口
、
鉄
滓
、
砥
石
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
冶
金
工
房
の
存
在
は
認
め
ら
れ
る
。

第 1図　佐野地区遺跡群（日焼遺跡）

第２図　大宰府政庁周辺官衙跡 SX2480 出土遺物
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第３図　鞠智城跡出土遺物

第４図　うてな遺跡出土遺物

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
冶
金
関
連
遺
物
の
出
土
状
況
と
観
察
所
見
を
整
理
し
た

上
で
、
各
冶
金
関
連
遺
物
の
検
討
か
ら
鞠
智
城
で
操
業
さ
れ
た
工
房
の
実
態
に

迫
る
。
な
お
、
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
鞠
智
城
跡
出
土
の
冶
金
関
連
遺
物
は
、

い
ず
れ
も
型
式
学
的
検
討
に
耐
え
得
る
資
料
が
な
く
、
層
位
的
検
討
で
の
み
時

期
比
定
が
可
能
で
あ
る
。

【
羽
口
】　

羽
口
は
貯
水
池
跡
の
発
掘
調
査
（
第
二
一
次
調
査
）
で
出
土
し
た

（
第
3
図
）
。
出
土
位
置
・
層
位
は
二
八
ト
レ
ン
チ
⑪
層
で
あ
る
。
⑪
層
は
貯

木
場
を
包
含
し
、
堤
防
状
遺
構
直
上
に
堆
積
す
る
層
位
で
あ
る
。
本
層
位
は
七

世
紀
第
３
四
半
期
か
ら
８
世
紀
第
４
四
半
期
の
遺
物
を
多
量
に
包
含
す
る
。

羽
口
は
先
端
部
を
欠
損
す
る
が
、
残
存
範
囲
に
は
使
用
痕
跡
と
な
る
二
次
被

熱
が
確
認
で
き
る
。

【
鉄
滓
】　

鉄
滓
は
貯
水
池
跡
の
発
掘
調
査
（
第
二
二
次
調
査
）
で
出
土
し

た
。
出
土
位
置
・
層
位
は
二
八
ト
レ
ン
チ
⑤
層
で
あ
る
。
⑤
層
は
維
持
管
理
を

伴
う
貯
水
池
の
利
用
が
停
止
し
た
後
の
堆
積
層
で
あ
り
、
中
世
以
降
に
時
期
比

定
で
き
る
。
た
だ
し
、
⑤
層
は
七
世
紀
第
４
四
半
期
の
土
器
片
も
包
含
し
て
お

り
、
鞠
智
城
に
帰
属
す
る
遺
物
の
二
次
的
堆
積
が
認
め
ら
れ
る
。

鉄
滓
は
重
量
二
七
二
グ
ラ
ム
で
、
部
分
的
に
炉
底
形
状
を
写
し
た
湾
曲
面
が

確
認
で
き
る
。
精
錬
鍛
冶
で
生
成
さ
れ
た
椀
形
滓
で
あ
る
。

【
砥
石
】　

砥
石
は
五
六
号
建
物
跡
の
発
掘
調
査
（
第
一
八
次
調
査
）
と
五
九

号
建
物
跡
の
発
掘
調
査
（
第
一
九
次
調
査
）
で
出
土
し
た
。
五
六
号
建
物
跡

周
辺
堆
積
土
（
④
層
）
か
ら
は
砥
石
二
点
が
出
土
し
た
。
本
層
位
は
七
世
紀
第

４
四
半
期
か
ら
九
世
紀
第
４
四
半
期
ま
で
の
土
器
を
包
含
す
る
。
五
九
号
建
物

跡
周
辺
堆
積
土
（
黒
色
土
）
か
ら
は
砥
石
一
点
が
出
土
し
た
。
本
層
位
は
七
世

紀
第
４
四
半
期
か
ら
九
世
紀
第
３
四
半
期
ま
で
の
土
器
を
包
含
す
る
。

両
調
査
地
で
検
出
し
た
砥
石
三
点
は
、
い
ず
れ
も
砂
岩
製
の
砥
石
で
欠
損
が

目
立
つ
。
残
存
面
は
す
べ
て
砥
ぎ
減
り
が
著
し
く
、
相
当
使
い
込
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。

鞠
智
城
跡
出
土
冶
金
関
連
遺
物
は
、
以
上
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
砥
石
は

冶
金
工
房
に
必
須
の
工
具
で
あ
る
が
、
刀
子
や
建
築
工
具
の
日
常
的
な
研
ぎ
に

も
利
用
さ
れ
る
。
同
一
層
位
に
他
の
冶
金
関
連
遺
物
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
、
五
六
・
五
九
号
建
物
跡
で
出
土
し
た
研
石
は
後
者
（
非
冶
金
工
房
帰
属
遺

物
）
と
判
断
す
る
。

貯
水
池
跡
出
土
の
鉄
滓
は
鍛
冶
工
房
の
廃
棄
物
と
断
定
で
き
る
が
、
単
体
で

は
鍛
冶
工
房
の
操
業
時
期
は
特
定
で
き
な
い
。
発
掘
調
査
事
例
や
民
俗
事
例
を

見
る
と
、
鉄
滓
を
は
じ
め
と
し
た
冶
金
工
房
の
廃
棄
物
は
、
工
房
の
周
囲
や
谷

地
形
に
恒
常
的
に
投
棄
さ
れ
る
状
況
に
あ
る
。
谷
底
を
複
数
地
点
で
調
査
し
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
鉄
滓
の
出
土
量
が
少
な
い
点
を
評
価
す
れ
ば
、
貯
水
池

周
囲
で
操
業
さ
れ
た
鍛
冶
は
通
時
的
に
小
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

同
じ
く
貯
水
池
跡
で
出
土
し
た
羽
口
も
、
冶
金
工
房
の
廃
棄
物
と
判
断
で
き

る
。
貯
水
池
の
最
下
層
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
鞠
智
城
Ⅰ
期
か

ら
Ⅲ
期
に
城
内
で
冶
金
工
房
が
操
業
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
冶
金
工
房

の
操
業
時
期
を
伺
う
上
で
重
要
な
の
が
、
貯
水
池
跡
の
地
表
面
で
採
取
さ
れ
た

漆
付
着
土
器
で
あ
る
（
第
3
図
）。
こ
の
漆
付
着
土
器
は
高
台
付
坏
身
で
、
漆

を
塗
布
す
る
際
に
作
業
用
の
パ
レ
ッ
ト
と
し
て
利
用
し
た
も
の
と
な
る
。
遊
離

資
料
で
あ
る
が
、
高
台
付
坏
身
の
型
式
学
的
検
討
か
ら
七
世
紀
第
３
四
半
期
か

ら
第
４
四
半
期
の
時
期
特
定
が
可
能
で
あ
る
。
大
宰
府
の
冶
金
工
房
で
も
漆
工

の
併
設
を
記
し
た
が
、
鞠
智
城
の
冶
金
工
房
で
も
漆
工
を
伴
っ
て
い
た
と
見
ら

れ
る
。
つ
ま
り
、
鞠
智
城
が
築
造
さ
れ
た
七
世
紀
後
半
に
小
規
模
な
が
ら
、
城

内
北
側
で
「
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
」
が
存
在
し
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
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と
し
た
遊
離
資
料
か
ら
、
小
規
模
な
が
ら
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
が
操
業
さ

れ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
大
宰
府
が
鞠
智
城

の
繕
治
を
実
施
し
て
お
り
、
大
宰
府
を
介
し
た
技
術
移
動
も
想
定
で
き
る
。
ま

た
は
、
貯
水
池
⑪
層
に
包
含
さ
れ
る
畿
内
系
暗
文
土
師
器
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
鞠
智
城
築
造
時
に
畿
内
か
ら
直
接
導
入
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ

に
せ
よ
、
谷
部
の
堆
積
層
に
包
含
さ
れ
る
冶
金
関
連
遺
物
の
出
土
量
か
ら
見

て
、
工
房
の
規
模
は
小
さ
く
、
兵
器
生
産
を
担
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
城
内
の

鍛
冶
工
房
の
様
相
が
把
握
で
き
る
鬼
ノ
城
跡
の
調
査
成
果
を
ふ
ま
え
て
も
、
兵

器
生
産
を
否
定
は
し
な
い
が
、
搬
入
に
よ
る
備
蓄
量
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
と

考
え
ら
れ
る
。

鞠
智
城
城
外
の
う
て
な
遺
跡
で
操
業
さ
れ
た
冶
金
工
房
は
、
九
世
紀
前
半
と

鞠
智
城
築
造
時
期
よ
り
も
下
る
が
、
肥
後
国
の
一
般
的
な
冶
金
工
房
の
動
向
を

探
る
上
で
参
考
と
な
る
。
本
工
房
は
鍛
冶
工
房
と
し
て
操
業
さ
れ
て
い
る
が
、

廃
棄
品
に
少
量
の
坩
堝
を
含
ん
で
お
り
、
臨
時
的
に
鋳
造
も
行
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
こ
の
鋳
造
で
用
い
た
坩
堝
は
、
大
宰
府
で
用
い
ら
れ
る
も
の
と
同

一
形
態
で
あ
り
、
当
該
期
に
は
肥
後
国
の
一
般
集
落
に
も
律
令
的
複
合
冶
金
工

房
を
象
徴
す
る
溶
解
技
術
が
普
及
し
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
鞠
智
城
の
繕
治

も
、
肥
後
国
に
お
け
る
技
術
拡
散
の
一
因
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

　

二
．
鞠
智
城
築
造
前
後
の
兵
器

上
記
の
検
討
に
よ
り
、
鞠
智
城
の
兵
器
の
確
保
は
搬
入
に
拠
っ
て
い
た
と
判

断
で
き
た
。
で
は
、
搬
入
に
よ
る
備
蓄
で
、
ど
の
よ
う
な
兵
器
が
鞠
智
城
に
蓄

え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
備
蓄
兵
器
の
実
態
解
明
に
向
け
て
、
ま
ず
は
鞠

智
城
跡
の
出
土
品
と
文
字
史
料
で
確
認
で
き
る
兵
器
を
整
理
す
る
。

（
一
）
鞠
智
城
の
兵
器

城
内
出
土
の
考
古
資
料
で
確
認
で
き
る
兵
器
に
は
、
鑿
箭
式
長
頸
鏃
一
点
が

あ
る
（
第
7
図
）。
本
鉄
鏃
は
長
者
原
Ⅲ
区
五
九
号
建
物
跡
周
辺
Ⅲ
層
か
ら
出

土
し
て
お
り
、
九
世
紀
後
半
の
土
器
片
と
供
伴
す
る
。

文
字
史
料
で
は
『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
天
安
二
年
（
八
五
八
）
二
月

二
四
・
二
五
日
条
、
お
よ
び
同
年
六
月
二
〇
日
条
に
「
兵
庫
鼓
自
鳴
」
の
記
載

が
あ
り
、兵
器
の
備
蓄
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
、本
記
載
は
「
兵
庫
鼓
自
鳴
」

と
い
う
古
代
の
文
字
史
料
に
散
見
さ
れ
る
怪
異
記
録
で
あ
り
、「
鼓
」
は
象
徴

的
器
財
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
感
が
強
い
。
兵
器
と
し
て
の
鼓
は
、
陣
法
等
の

指
揮
具
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、同
様
の
兵
庫
に
関
す
る
自
鳴
記
事
に
は
、

『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
三
月
一
六
日
条
が
あ
る
。

以
上
が
、
現
状
の
考
古
資
料
と
文
字
史
料
で
確
認
で
き
る
鞠
智
城
の
兵
器
の

す
べ
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
鞠
智
城
に
直
接
関
係
す
る
考
古
資
料
・
文
字
史

料
の
み
で
は
、
十
分
な
検
討
を
な
し
得
な
い
。
そ
こ
で
、
鞠
智
城
の
繕
治
に
関

わ
っ
た
大
宰
府
を
軸
に
、
奈
良
時
代
以
前
の
兵
庫
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
兵
器
の

様
相
を
探
る
。
ま
た
、
鞠
智
城
守
衛
に
動
員
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
肥
後
国
の
兵
士

が
自
備
し
て
い
た
兵
器
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

（
二
）
奈
良
時
代
以
前
の
備
蓄
兵
器

大
宰
府
保
有
兵
器
の
実
態
は
、
近
年
の
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
（
不
丁
地

区
・
蔵
司
地
区
）
の
発
掘
調
査
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
発
掘
調
査
で

出
土
し
た
鉄
製
品
は
、
兵
器
（
鉄
鏃
）
を
主
体
と
す
る
も
の
で
膨
大
な
量
が
確

認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
高
温
度
の
被
熱
痕
跡
が
あ
り
、
製
品
と
し
て
の

お
お
よ
そ
の
形
状
を
残
し
つ
つ
も
、
大
半
が
半
溶
解
の
よ
う
な
形
態
で
出
土
す

る
（
小
嶋
二
〇
一
四
a
）。
被
熱
原
因
の
特
定
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
る
が
、

鉄
鏃
が
軸
を
揃
え
た
状
態
で
束
の
ま
ま
（
保
管
形
態
の
ま
ま
）
被
熱
す
る
こ
と

等
か
ら
、
遺
物
観
察
の
所
見
で
は
「
兵
庫
火
災
」
が
有
力
な
仮
説
と
な
る
。
被

（
三
）
鞠
智
城
城
外
の
冶
金
工
房

 
鞠
智
城
城
外
で
の
冶
金
工
房
に
も
目
を
向
け
る
。
鞠
智
城
南
方
に
広
が
る
台

台
地
で
は
各
所
で
縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
が
重
複
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本

節
で
注
目
す
る
の
は
台
台
地
南
西
端
で
確
認
さ
れ
た
、
う
て
な
遺
跡
の
冶
金
工

房
で
あ
る
（
第
4
図
）。

う
て
な
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
あ

る
。
特
筆
す
べ
き
遺
構
に
は
道
路
遺
構
が
あ
り
、
低
地
か
ら
台
地
に
登
る
道
路

が
集
落
中
央
を
縦
断
す
る
よ
う
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。
冶
金
工
房
は
集
落
入
口

（
集
落
辺
縁
）
の
道
路
遺
構
の
脇
で
発
見
さ
れ
て
お
り
、
工
房
の
廃
棄
物
が
道

路
遺
構
埋
土
に
も
多
数
流
れ
込
む
状
況
に
あ
っ
た
。

冶
金
工
房
の
遺
構
は
、
三
三
号
竪
穴
住
居
址
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
周

囲
の
竪
穴
住
居
で
は
カ
マ
ド
が
つ
く
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
遺
構
で
は
カ

マ
ド
は
確
認
で
き
ず
、「
工
房
」
に
特
化
し
た
建
物
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
「
三
三
号
竪
穴
建
物
」
と
表
記
す
る
。
三
三
号
竪
穴

建
物
は
五
．
二
ｍ
×
五
．
〇
ｍ
の
略
方
形
で
、
柱
穴
を
除
く
遺
構
深
度
は
〇
．

二
ｍ
と
な
る
。
明
確
な
炉
跡
は
確
認
で
き
な
い
が
、
床
面
二
箇
所
に
不
定
形
の

掘
り
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
で
硬
化
面
と
焼
土
・
木
炭
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
硬
化
面
が
本
工
房
の
作
業
座
と
判
断
し
て
よ
い
。
粘
土
も
遺
構
内
か

ら
出
土
す
る
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
炉
は
掘
り
込
み
を
持
た
な
い
地
上
式
の
炉

で
あ
っ
た
と
想
定
で
き
る
。
ま
た
、
本
遺
構
の
埋
土
や
周
囲
に
集
中
し
て
冶
金

関
連
遺
物
の
破
片
が
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
冶
金
工
房
か
ら
排
出
さ
れ
た
廃
棄

物
は
工
房
の
周
囲
に
山
積
み
の
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

次
に
冶
金
関
連
遺
物
に
目
を
向
け
る
。
冶
金
関
連
遺
物
に
は
鉄
滓
・
羽
口
・

坩
堝
・
砥
石
が
あ
る
。
ま
た
、
鉄
器
は
鉄
滓
や
羽
口
の
破
片
に
混
じ
っ
て
検
出

さ
れ
お
り
、
本
工
房
に
帰
属
す
る
資
料
を
含
む
と
判
断
す
る
。

鉄
滓
・
羽
口
・
砥
石
が
冶
金
関
連
遺
物
の
基
本
組
成
で
あ
り
、
本
工
房
は
鍛

冶
工
房
と
し
て
操
業
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。
た
だ
し
、
少
量
の
坩
堝
も

確
認
で
き
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
溶
解
・
鋳
造
も
行
っ
た
様
相
が
う
か
が
え

る
。
三
三
号
竪
穴
建
物
や
一
二
号
道
路
跡
出
土
の
鉄
器
に
は
、
鉄
鏃
・
鉄
鎌
・

鉄
釘
・
刀
子
・
刀
装
具
が
あ
り
、
他
に
折
り
曲
げ
鉄
片
や
切
断
鉄
片
が
確
認
で

き
る
。
な
お
、
鉄
鎌
は
折
り
返
し
部
で
の
欠
損
、
鉄
釘
は
頭
部
の
変
形
が
認
め

ら
れ
る
。
本
工
房
で
は
、
廃
鉄
器
を
素
材
と
し
た
操
業
も
な
さ
れ
て
い
た
と
見

て
よ
い
だ
ろ
う
。

本
工
房
の
操
業
時
期
を
探
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
遺
構
の
重
複
関
係
を
整
理
す

る
。
三
三
号
竪
穴
建
物
は
、
三
四
・
三
五
号
竪
穴
住
居
を
削
平
し
て
築
か
れ
て

お
り
、
本
集
落
で
も
新
相
の
建
物
と
分
か
る
。
ま
た
、
三
三
号
建
物
跡
・
一
二

号
道
路
跡
出
土
遺
物
が
八
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
を
主
体
と
す
る
こ
と
を

ふ
ま
え
る
と
、
九
世
紀
前
半
の
操
業
と
考
え
ら
れ
る
。

（
四
）
小
結

大
宰
府
都
城
の
建
設
・
繕
治
で
は
、
燃
料
林
が
あ
る
条
坊
外
で
製
鉄
工
房
を

操
業
し
て
原
料
鉄
を
生
産
し
て
い
た
。
一
部
の
製
鉄
工
房
は
鋳
造
・
漆
工
を
併

設
し
た
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
と
し
て
操
業
さ
れ
て
い
た
。
原
料
鉄
は
、
大
宰

府
政
庁
周
辺
官
衙
の
大
規
模
な
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
で
消
費
さ
れ
た
と
見
ら

れ
る
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
で
は
九
州
外
か
ら
も
兵
器
素
材
（
鉄
一
万
斤
・

箭
竹
二
千
本
）
の
搬
入
が
記
さ
れ
、
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
大
宰
府
で
の
兵
器

生
産
や
物
資
の
大
量
消
費
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
大
宰
府
条
坊
の
内
外
で
操

業
さ
れ
た
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
で
は
、
非
在
地
土
器
と
な
る
畿
内
系
暗
文
土

師
器
が
出
土
し
て
お
り
、
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
の
初
現
的
事
例
（
飛
鳥
池
遺

跡
）
が
あ
る
畿
内
か
ら
の
技
術
移
動
や
運
営
方
式
の
導
入
を
伺
わ
せ
る
。

鞠
智
城
Ⅰ
期
の
冶
金
工
房
の
実
態
は
不
明
だ
が
、
包
含
層
出
土
品
を
は
じ
め
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大
宰
府
保
有
弓
の
主
体
で
あ
っ
た
と
み
る
の
は
早
計
で
あ
り
、
両
頭
金
具
を
付

属
し
な
い
弓
の
数
量
の
方
が
多
か
っ
た
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
有
機
質

部
材
焼
失
の
た
め
、
弓
の
全
長
は
不
明
だ
が
、
東
大
寺
正
倉
院
に
納
め
ら
れ

た
弓
の
全
長
か
ら
二
ｍ
前
後
の
「
上
長
下
短
の
長
弓
」
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
、『
続
日
本
紀
』
の
記
事
で
は
、
大
宝
二
年
（
七
〇
一
）
か
ら

霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
に
か
け
て
、
歌
斐
国
・
信
濃
国
等
か
ら
「
梓
弓
・
弓
」

五
〇
〇
か
ら
五
三
七
四
張
が
大
宰
府
に
輸
送
さ
れ
て
お
り
、
文
字
史
料
か
ら
も

弓
の
備
蓄
が
傍
証
で
き
る
。

甲
冑
も
複
数
種
類
の
鉄
製
小
札
が
出
土
し
て
お
り
、
備
蓄
を
認
め
て
よ
い
。

鉄
製
小
札
は
希
少
価
値
の
高
い
武
具
で
も
あ
る
た
め
、
そ
の
備
蓄
主
体
が
大
宰

府
で
あ
る
の
を
示
す
状
況
証
拠
の
一
つ
で
も
あ
る
。
弓
と
同
様
に
甲
冑
に
つ
い

て
も
、有
機
質
素
材（
木
製
・
革
製
）の
甲
冑
の
存
在
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

同
じ
く
、
旗
や
鼓
な
ど
の
指
揮
具
に
つ
い
て
も
、
有
機
質
素
材
が
主
体
で
あ
っ

た
と
想
定
で
き
、備
蓄
さ
れ
て
い
た
も
の
が
焼
失
し
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
有
機
質
素
材
の
焼
失
と
い
う
資
料
的
制
約
が
あ
る
も
の

の
、
弓
矢
・
甲
冑
は
考
古
資
料
か
ら
兵
器
の
備
蓄
が
実
証
で
き
る
。
戦
闘
時
の

消
耗
品
で
あ
る
「
矢
」
の
備
蓄
数
が
最
も
多
く
、
長
距
離
戦
闘
用
の
兵
器
で
あ

る
「
弓
矢
」
が
大
宰
府
保
有
兵
器
の
主
力
で
あ
っ
た
と
認
め
て
よ
い
。
近
距
離

戦
闘
用
の
兵
器
に
は
、
鉄
矛
等
の
長
柄
武
器
、
鉄
刀
・
鉄
剣
が
あ
る
が
、
出
土

品
は
少
な
い
。
近
距
離
戦
闘
用
の
兵
器
の
備
蓄
場
所
（
兵
庫
）
が
異
な
っ
て
い

た
可
能
性
を
残
す
が
、
現
状
の
出
土
数
で
は
備
蓄
を
肯
定
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。大

宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
で
確
認
で
き
た
「
矢
」
の
備
蓄
は
、
大
宰
府
南
方

に
位
置
す
る
小
郡
官
衙
遺
跡
で
も
認
め
ら
れ
る
。
小
郡
官
衙
遺
跡
出
土
鉄
鏃

は
、
尖
根
系
長
頸
鏃
（
鑿
箭
式
六
七
点
、
片
刃
箭
式
三
一
点
、
三
角
形
式
四
点
）

を
主
体
と
し
、
平
根
系
鉄
鏃
（
二
点
）
が
わ
ず
か
に
加
わ
る
。
こ
れ
ら
の
鉄
鏃

群
は
、大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
出
土
品
と
同
一
型
式
で
組
成
も
類
似
す
る
（
小

嶋
二
〇
一
四
ｂ
）。

矢
の
備
蓄
は
奈
良
東
大
寺
正
倉
院
で
も
認
め
ら
れ
、
鉄
鏃
三
五
四
二
本
、
竹

鏃
一
九
二
本
、
骨
鏃
四
四
本
、
角
鏃
三
本
を
含
む
三
八
〇
〇
本
余
が
伝
世
し
て

い
る
。
鉄
鏃
は
尖
根
系
長
頸
鏃
（
鑿
箭
式
二
四
七
二
点
、片
刃
箭
式
七
五
九
点
、

三
角
形
式
九
六
点
）
を
主
体
と
し
、
平
根
系
鉄
鏃
（
方
頭
式
一
八
七
点
、
三
角

形
式
二
六
点
、
飛
燕
式
二
点
）
を
含
む
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
矢
に
は
棘
篦
被
形

態
の
も
の
や
「
下
毛
野
奈
須
評
」
銘
が
認
め
ら
れ
、
七
世
紀
後
半
に
製
作
さ
れ

た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
（
津
野
二
〇
一
五
）。

こ
の
よ
う
に
、
奈
良
時
代
以
前
の
兵
庫
に
は
、
長
距
離
戦
闘
用
兵
器
で
あ
る

弓
矢
が
多
量
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
律
令
国
家
形
成
期
（
七
世
紀
後

半
）
に
製
作
さ
れ
た
兵
器
を
多
量
に
含
み
、
長
期
間
に
わ
た
る
兵
器
の
備
蓄
が

確
認
で
き
る
。
ま
た
、
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
出
土
鉄
鏃
や
小
郡
官
衙
遺
跡

出
土
鉄
鏃
は
、
奈
良
東
大
寺
正
倉
院
に
伝
世
す
る
鉄
鏃
の
組
成
と
も
類
似
し
て

お
り
、
大
宰
府
保
有
兵
器
が
中
央
様
式
に
準
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
三
）
肥
後
国
の
鉄
鏃

次
に
肥
後
国
の
兵
士
が
所
持
し
て
い
た
兵
器
を
検
討
す
る
。
日
本
の
「
軍
防

令
」
備
戎
具
条
で
は
、
兵
士
各
自
が
使
用
す
る
基
本
装
備(

弓
一
張
、
弓
弦
袋

一
口
、
副
弦
二
条
、
征
箭
五
十
隻
、
胡
籙
一
具
、
大
刀
一
口
等)

は
「
自
備
」

す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
本
規
定
の
参
考
と
な
っ
た
唐
の
制
度
で
は
、

矢
の
数
は
三
〇
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
で
は
五
〇
本
に
増
加
し
て
お
り
、

弓
矢
を
主
力
と
す
る
日
本
列
島
の
戦
闘
形
態
を
反
映
し
た
規
定
と
な
っ
て
い

る
。
以
下
で
は
、
兵
士
自
備
の
兵
器
で
大
宰
府
保
有
兵
器
の
主
力
で
も
あ
っ
た

「
矢
」
に
つ
い
て
、
肥
後
国
の
領
域
を
対
象
に
検
討
す
る
。

熱
時
期
は
鉄
製
品
と
同
時
に
被
熱
し
た
瓦
（
被
熱
瓦
）
や
鉄
製
品
含
有
瓦
の
存

在
、
被
熱
鉄
製
品
包
含
層
・
遺
構
の
検
討
か
ら
八
世
紀
後
半
か
ら
一
〇
世
紀
の

期
間
に
し
ぼ
ら
れ
る
。
ま
た
、
被
熱
鉄
製
品
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半

の
時
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
を
多
量
に
含
ん
で
お
り
、
長
期
間
に
お
よ
ぶ
兵
器

の
備
蓄
が
認
め
ら
れ
る
。
な
お
、
大
宰
府
の
兵
庫
に
関
わ
る
文
字
史
料
に
は
、

『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
一
一
年
（
八
六
九
）
一
二
月
庚
子
一
七
日
条
「
大
宰

府
庁
事
并
門
楼
兵
庫
」の
記
事
が
あ
る
。
本
記
事
に
注
目
し
た
松
川
博
一
氏
は
、

大
宰
府
の
兵
庫
が
大
宰
府
政
庁
の
近
く
に
所
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
大
宰

府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
（
蔵
司
地
区
）
を
有
力
な
候
補
地
と
し
て
上
げ
て
い
る
（
松

川
二
〇
一
二
）。

出
土
資
料
か
ら
大
宰
府
で
の
備
蓄
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
弓
矢
で
あ
る
（
第

5
図
）。
矢
先
端
の
鉄
鏃
は
尖
根
系
長
頸
鏃
が
主
体
で
あ
り
、
平
根
系
鉄
鏃
は

ご
く
少
量
が
確
認
で
き
る
。
刃
部
形
式
を
列
挙
す
る
と
、
尖
根
系
長
頸
鏃
は
柳

葉
式
・
三
角
形
式
・
鑿
箭
式
・
鑿
根
式
・
片
刃
箭
式
・
端
刃
箭
式
の
六
種
類
が

あ
る
。
平
根
系
鉄
鏃
は
三
角
形
式
と
思
わ
れ
る
資
料
が
断
片
的
に
見
ら
れ
る
の

み
で
、
圭
頭
式
・
方
頭
式
・
飛
燕
式
等
は
現
状
で
確
認
で
き
な
い
。
鉄
鏃
組
成

の
主
体
と
な
る
の
は
鑿
箭
式
長
頸
鏃
で
あ
る
が
、
片
刃
箭
式
・
端
刃
箭
式
長
頸

鏃
の
数
量
も
多
い
。
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
は
刃
部
に
わ
ず
か
に
刃
関
を
有
す
る
。

鉄
鏃
の
箆
被
形
態
は
大
半
が
棘
箆
被
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
関
箆
被

を
含
む
。
鉄
鏃
以
外
の
矢
柄
等
の
部
材
は
、
被
熱
に
よ
り
基
本
的
に
焼
失
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
矢
柄
は
溶
解
し
た
鉄
鏃
に
取
り
込
ま
れ
る
形
で
断
片
的
に
確

認
で
き
、
い
ず
れ
も
軸
を
揃
え
た
状
態
で
束
ね
ら
れ
て
い
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ

る
。
資
料
の
遺
存
状
態
は
、
ま
さ
し
く
「
兵
器
の
備
蓄
」
に
相
応
し
い
。

矢
と
対
に
な
る
弓
は
、弓
金
具
（
両
頭
金
具
）
の
存
在
か
ら
備
蓄
対
象
で
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
小
嶋
二
〇
一
二
）。
た
だ
し
、
両
頭
金
具
付
属
弓
が

第５図　大宰府政庁周辺官衙跡出土関連遺物
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「
矢
」
の
実
態
解
明
に
あ
た
り
、鉄
鏃
組
成
の
変
遷
を
検
討
す
る
（
第
1
表
）。

対
象
時
期
は
有
頸
鏃
が
主
体
と
な
る
古
墳
時
代
中
期
以
降
と
し
た
（
第
6
・
7

図
）。
各
時
期
区
分
の
暦
年
代
比
定
は
、
お
お
む
ね
古
墳
時
代
中
期
前
半
が
五

世
紀
前
半
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
が
五
世
紀
後
半
、
古
墳
時
代
後
期
前
半
が
六

世
紀
前
半
、
古
墳
時
代
後
期
後
半
が
六
世
紀
後
半
か
ら
七
世
紀
前
半
、
飛
鳥
時

代
が
七
世
紀
後
半
、
奈
良
時
代
が
八
世
紀
と
認
識
し
て
い
る
。

【
古
墳
時
代
中
期
前
半
】　

埋
葬
施
設
に
竪
穴
系
埋
葬
施
設
が
用
い
ら
れ
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
埋
葬
時
の
鉄
鏃
組
成
を
把
握
で
き
る
事
例
が
複
数
見
ら
れ
る
。

九
州
南
部
を
代
表
す
る
鉄
鏃
形
式
で
あ
る
平
根
系
圭
頭
式
鏃
は
、
城
二
号
墳
や
小

坂
大
塚
古
墳
で
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
塚
原
古
墳
群
中
の
将
軍
塚
古
墳
で

は
、
広
域
共
有
形
式
で
あ
る
平
根
系
二
段
逆
刺
柳
葉
式
鏃
の
多
量
副
葬
も
確
認
で

き
る
。
ま
た
、
将
軍
塚
古
墳
で
は
尖
根
系
柳
葉
式
短
頸
鏃
も
出
土
し
て
お
り
、
韓

半
島
か
ら
新
来
し
た
最
新
鋭
の
鉄
鏃
も
保
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

【
古
墳
時
代
中
期
後
半
】　

埋
葬
施
設
が
竪
穴
系
埋
葬
施
設
か
ら
横
穴
系
埋
葬

施
設
に
移
行
す
る
が
、
追
葬
期
間
が
短
く
、
時
期
比
定
が
可
能
な
事
例
が
多

い
。
当
該
期
の
主
要
な
鉄
鏃
形
式
は
柳
葉
式
長
頸
鏃
や
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
で
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
埋
葬
施
設
で
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
広
域
共
有
形
式
の
鉄

鏃
形
式
で
あ
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
下
の
領
域
で
は
普
遍
的
に
分
布
す
る
。
と
く

に
、
古
墳
時
代
中
期
後
半
の
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
の
流
通
は
大
隅
半
島
南
端
ま
で

及
ぶ
と
と
も
に
、
上
位
階
層
墓
を
中
心
に
多
量
保
有
が
確
認
で
き
る
（
小
嶋

二
〇
一
五
）
。
こ
の
他
に
、
短
甲
出
土
古
墳
で
あ
る
マ
ロ
塚
古
墳
・
カ
ミ
ノ
ハ

ナ
一
号
墳
で
は
、
独
立
片
逆
刺
柳
葉
式
長
頸
鏃
も
認
め
ら
れ
る
。
前
段
階
で
見

ら
れ
た
短
頸
鏃
群
は
、
当
該
期
に
は
出
土
数
が
激
減
す
る
。
平
根
系
鉄
鏃
の
多

量
副
葬
事
例
で
は
臼
塚
古
墳
が
注
目
で
き
、
刃
部
形
式
に
柳
葉
式
・
三
角
形

式
・
圭
頭
式
・
五
角
形
式
・
方
頭
式
が
認
め
ら
れ
る
。

【
古
墳
時
代
後
期
前
半
】　

古
墳
時
代
中
期
後
半
の
主
要
な
鉄
鏃
形
式
で
あ
っ

た
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
の
出
土
数
が
激
減
し
、
柳
葉
式
長
頸
鏃
の
み
が
流
通
す
る

状
況
と
な
る
。
平
根
系
鉄
鏃
で
は
、
肥
後
南
部
の
人
吉
盆
地
を
中
心
に
圭
頭
式

鏃
の
保
有
を
継
続
す
る
。

肥
後
北
部
の
石
川
遺
跡
で
は
、
住
居
跡
か
ら
若
干
の
鉄
鏃
出
土
事
例
が
あ

る
。
確
認
で
き
る
鉄
鏃
形
式
は
柳
葉
式
長
頸
鏃
と
平
根
系
圭
頭
式
鏃
・
雁
又
式

鏃
で
、
埋
葬
施
設
の
鉄
鏃
組
成
と
共
通
す
る
点
が
注
目
で
き
る
。

【
古
墳
時
代
後
期
後
半
】　

横
穴
墓
の
築
造
数
・
調
査
数
が
多
く
、
鉄
鏃
出
土

遺
跡
を
数
多
く
確
認
で
き
る
。
そ
の
反
面
、
各
横
穴
墓
の
追
葬
期
間
が
長
く
、

盗
掘
等
の
問
題
も
あ
り
、
時
期
比
定
が
困
難
な
事
例
が
多
い
。
ま
た
、
野
津

古
墳
群
を
は
じ
め
と
し
た
上
位
階
層
墓
に
つ
い
て
も
、
盗
掘
・
撹
乱
が
多
く
、

良
好
な
事
例
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
。
以
上
の
状
況
下
で
、
上
位
階
層
墓
の
良
好

な
資
料
群
と
な
る
の
が
、
大
坊
古
墳
出
土
鉄
鏃
群
で
あ
る
。
大
坊
古
墳
出
土
鉄

鏃
群
は
、
柳
葉
式
短
頸
鏃
を
主
体
と
し
て
、
平
根
系
三
角
形
鏃
・
方
頭
式
鏃
が

加
わ
る
。
同
様
の
柳
葉
式
短
頸
鏃
は
、
馬
塚
古
墳
・
湯
の
口
横
穴
墓
群
・
瀬

戸
口
横
穴
墓
群
で
も
認
め
ら
れ
る
。
古
墳
時
代
後
期
後
半
の
柳
葉
式
短
頸
鏃
群

は
、
古
墳
時
代
中
期
前
半
の
柳
葉
式
短
頸
鏃
の
「
存
続
」
の
み
で
は
評
価
し
き

れ
な
い
（
橋
本
二
〇
〇
八
、
小
嶋
二
〇
一
四
b
）
。
肥
後
国
以
外
の
領
域
で

も
、
大
隅
・
薩
摩
半
島
を
除
く
九
州
全
域
で
出
土
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。
と
く

に
、
福
岡
平
野
周
辺
の
群
集
墳
（
桑
原
石
ヶ
元
古
墳
群
等
）
を
は
じ
め
と
し
た

九
州
北
部
地
域
で
の
出
土
数
が
多
い
点
は
重
要
で
あ
る
（
小
嶋
二
〇
一
四
b
・

二
〇
一
五
）
。
対
岸
の
韓
半
島
南
部
で
は
長
頸
鏃
と
併
存
し
て
短
頸
鏃
が
六
世

紀
後
半
ま
で
存
続
す
る
（
水
野
二
〇
一
三
）
。
古
墳
時
代
後
期
後
半
に
再
び
柳

葉
式
短
頸
鏃
群
が
流
行
す
る
背
景
に
は
、
軍
事
的
活
動
も
含
め
た
韓
半
島
南
部

と
の
交
流
が
あ
る
と
考
え
る
。

第 1表　肥後国の鉄鏃組成
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こ
れ
ら
の
柳
葉
式
短
頸
鏃
も
当
該
期
の
鉄
鏃
組
成
の
一
翼
を
担
う
が
、
主
体

と
な
る
鉄
鏃
形
式
は
前
段
階
と
同
様
に
柳
葉
式
長
頸
鏃
と
な
る
。
尖
根
系
長
頸

鏃
で
は
、
他
に
鑿
箭
式
鏃
・
三
角
形
式
鏃
・
片
刃
箭
式
鏃
が
少
量
見
ら
れ
る
。

平
根
系
鉄
鏃
は
各
形
式
が
見
ら
れ
、
伝
統
的
な
圭
頭
式
鏃
に
加
え
て
、
新
た
に

方
頭
式
鏃
が
主
要
組
成
に
加
わ
る
。
ま
た
、
菊
池
川
流
域
を
中
心
と
す
る
肥
後

北
部
で
は
飛
燕
式
鏃
・
雁
又
式
鏃
が
確
認
で
き
る
。

【
飛
鳥
時
代
】　

終
末
期
古
墳
墓
制
に
移
行
し
、
副
葬
品
の
薄
葬
化
が
進
む
。

大
半
の
横
穴
墓
で
追
葬
が
継
続
す
る
が
、
初
葬
時
（
古
墳
時
代
後
期
前
半
）
の

資
料
と
の
厳
密
な
峻
別
が
難
し
い
。
時
期
特
定
可
能
で
鉄
鏃
組
成
が
把
握
で
き

る
資
料
と
し
て
、
北
岡
横
穴
墓
墓
室
〇
二
出
土
品
や
鬼
迫
八
号
横
穴
墓
出
土
品

が
注
目
で
き
る
。

北
岡
横
穴
墓
墓
室
〇
二
出
土
品
で
は
、
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
を
主
体
に
柳
葉
式

長
頸
鏃
・
三
角
形
式
長
頸
鏃
が
見
ら
れ
る
。
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
は
い
ず
れ
も
刃

関
を
有
す
る
が
、
刃
部
形
態
の
個
体
差
が
目
立
つ
。
平
根
系
鉄
鏃
で
は
柳
葉
式

鏃
・
三
角
形
式
鏃
・
方
頭
式
鏃
が
あ
る
。
篦
被
形
態
は
尖
根
系
鉄
鏃
が
す
べ
て

棘
篦
被
で
、
平
根
系
鉄
鏃
は
棘
篦
被
と
角
篦
被
で
構
成
さ
れ
る
。

鬼
迫
八
号
横
穴
墓
出
土
品
は
鑿
箭
式
長
頸
鏃
の
み
で
構
成
さ
れ
、
篦
被
形
態

は
す
べ
て
棘
篦
被
で
あ
る
。
共
伴
須
恵
器
は
鞠
智
城
Ⅰ
期
の
須
恵
器
と
同
一
型

式
で
あ
り
、
鞠
智
城
築
造
前
後
に
用
い
ら
れ
た
兵
器
の
実
態
に
最
も
近
い
資
料

群
と
言
え
よ
う
。

当
該
期
の
肥
後
国
の
鉄
鏃
の
特
徴
を
改
め
て
整
理
す
る
と
、
①
主
要
鉄
鏃
形

式
が
柳
葉
式
長
頸
鏃
か
ら
鑿
箭
式
長
頸
鏃
（
後
続
形
式
）
に
移
行
、
②
客
体
的

な
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
の
数
量
増
加
、
③
在
地
色
の
強
い
平
根
系
圭
頭
式
鏃
・
飛

燕
式
鏃
・
雁
又
式
鏃
の
存
続
、
④
棘
篦
被
の
主
体
化
と
な
る
。

【
奈
良
時
代
以
降
】　

埋
葬
施
設
へ
の
武
器
副
葬
が
低
調
に
な
る
と
と
も
に
集

落
出
土
品
も
少
数
で
、
現
状
で
は
十
分
な
資
料
数
を
確
保
で
き
て
い
な
い
。
注

目
す
べ
き
資
料
と
し
て
、
石
川
遺
跡
一
二
区
二
四
・
六
六
号
住
居
跡
出
土
の
平

根
系
圭
頭
式
鏃
が
あ
る
。
古
墳
時
代
か
ら
の
伝
統
的
な
鉄
鏃
形
式
で
あ
る
圭
頭

式
鏃
の
使
用
が
、
奈
良
時
代
に
も
認
め
ら
れ
る
。
他
に
神
水
遺
跡
四
〇
次
Ｓ
Ｄ

〇
〇
二
で
は
端
刃
箭
式
長
頸
鏃
が
確
認
で
き
る
。
平
安
時
代
（
九
世
紀
前
半
）

に
下
る
資
料
と
し
て
は
、
鞠
智
城
に
南
方
の
う
て
な
遺
跡
一
二
号
道
路
跡
出
土

品
が
あ
る
。
出
土
し
た
三
角
形
式
鏃
と
方
頭
式
鏃
の
篦
被
形
態
は
、
関
篦
被
で

あ
る
。

（
四
）
小
結

鞠
智
城
の
兵
器
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
鑿
箭
式
長
頸
鏃
と
鼓
で
あ
る

が
、
資
料
（
史
料
）
が
断
片
的
で
確
実
性
も
乏
し
い
。
奈
良
時
代
以
前
の
備
蓄

兵
器
を
探
る
と
、
大
宰
府
で
は
弓
矢
を
は
じ
め
と
し
た
兵
器
の
備
蓄
が
実
証
で

き
る
。
有
機
質
部
材
の
兵
器
（
綿
甲
・
指
揮
具
等
）
や
長
柄
武
器
（
鉄
矛
等
）

の
実
態
に
課
題
を
残
す
が
、
備
蓄
兵
器
の
主
力
は
弓
矢
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き

る
。
し
た
が
っ
て
、
鞠
智
城
に
搬
入
さ
れ
た
兵
器
も
弓
矢
の
比
率
が
高
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

鞠
智
城
築
造
前
後
の
鉄
鏃
組
成
は
、
大
き
く
二
相
に
分
か
れ
る
。
一
つ
は
、

客
体
的
な
片
刃
箭
式
長
頸
鏃
を
主
要
組
成
に
含
む
中
央
様
式
で
、
大
宰
府
政
庁

周
辺
官
衙
跡
や
小
郡
官
衙
遺
跡
で
確
認
で
き
る
。
も
う
一
つ
は
、
九
州
南
部
を

中
心
に
分
布
す
る
圭
頭
式
鏃
を
主
要
組
成
に
含
む
在
地
様
式
で
、
集
落
遺
跡
や

横
穴
墓
で
多
く
見
ら
れ
る
。津
野
仁
氏
は
奈
良
時
代
に
も
在
地
様
式
が
存
続
し
、

西
海
道
に
お
け
る
諸
国
器
杖
制
の
導
入
に
よ
り
、
在
地
様
式
が
消
失
し
た
と
考

え
る
（
津
野
二
〇
一
五
）。
文
献
史
学
の
成
果
を
ふ
ま
え
て
も
、
こ
の
点
に
異
論

は
な
い
。
し
か
し
、
大
宰
府
や
小
郡
官
衙
遺
跡
で
確
認
で
き
る
鉄
鏃
は
、
中
央

様
式
に
準
じ
て
い
る
。

第６図　肥後国の鉄鏃１
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し
た
が
っ
て
、
諸
国
器
杖
制
導
入
以
前
の
西
海
道
で
は
、
在
地
様
式
の
鉄
鏃
群

が
存
続
す
る
一
方
で
、
大
宰
府
を
中
心
に
中
央
様
式
の
鉄
鏃
群
も
並
存
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

鉄
鏃
に
見
ら
れ
る
中
央
様
式
と
在
地
様
式
の
並
存
は
、
上
述
し
た
冶
金
工
房

の
様
相
と
も
整
合
す
る
。
飛
鳥
池
遺
跡
を
初
現
的
事
例
と
す
る
律
令
的
複
合
冶

金
工
房
は
、
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
や
筑
後
国
府
先
行
官
衙
跡
で
導
入
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
工
房
は
、『
日
本
書
紀
』
天
武
一
四
年
（
六
八
五
）
一
一

月
甲
辰
条
に
記
さ
れ
た
筑
紫
大
宰
へ
の
「
鉄
一
万
斤
、
箭
竹
二
千
本
」
の
輸
送

記
事
か
ら
、
兵
器
生
産
も
担
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
諸
国
器
杖
制
導

入
以
前
の
西
海
道
で
は
、
製
品
で
あ
る
鉄
鏃
の
様
式
だ
け
で
な
く
、
生
産
工
房

で
も
中
央
方
式
の
工
房
と
在
地
方
式
の
工
房
が
並
存
す
る
状
況
に
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
鞠
智
城
に
備
蓄
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
矢
（
鉄
鏃
）
も
、
武
器
収
公
を
主

体
と
し
て
い
れ
ば
在
地
様
式
の
比
率
が
高
く
、
畿
内
や
大
宰
府
か
ら
の
搬
入
が

主
体
で
あ
れ
ば
中
央
様
式
の
比
率
が
高
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
．
鞠
智
城
築
造
前
後
の
防
衛

上
記
で
は
、
鞠
智
城
の
兵
庫
に
備
蓄
さ
れ
て
い
た
兵
器
の
実
態
に
迫
っ
た
。

最
後
に
兵
器
の
運
用
と
し
て
、
鞠
智
城
の
備
蓄
兵
器
や
兵
士
自
備
の
兵
器
が
、

戦
時
下
に
ど
の
よ
う
な
運
用
を
想
定
し
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
。
こ
の
研
究

課
題
に
対
し
、
以
下
で
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
や
鞠
智
城
跡
の
施
設
・
土

地
利
用
・
自
然
環
境
・
可
視
領
域
を
論
拠
と
し
て
、
防
衛
施
設
と
し
て
の
鞠
智

城
の
運
用
を
通
じ
て
迫
り
た
い
。

（
一
）
鞠
智
城
築
造
前
後
の
戦
略
・
戦
術

「
戦
略
・
戦
術
」
と
い
う
知
識
・
思
考
を
探
る
に
は
、
鞠
智
城
Ⅰ
・
Ⅱ
期
と

同
時
代
史
料
と
な
る
『
日
本
書
紀
』
が
参
考
と
な
る
。『
日
本
書
紀
』
は
神
代

よ
り
持
統
天
皇
一
一
年
（
六
九
八
）
八
月
に
い
た
る
歴
史
書
で
あ
る
。
天
武
朝

か
ら
編
纂
が
開
始
さ
れ
、『
続
日
本
紀
』
の
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
五
月
二
一

日
の
「
日
本
紀
」
奏
上
の
記
事
で
完
成
日
時
が
確
認
で
き
る
。
本
書
は
編
纂
時

に
お
け
る
社
会
的
習
慣
・
合
理
的
解
釈
・
文
章
表
現
が
、
意
識
的
・
無
意
識
的

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
当
然
で
あ
る
が
、
考
古
資
料
と
異
な
り
文
字
史
料
は
、

執
筆
者
を
は
じ
め
と
し
た
恣
意
的
編
纂
も
な
さ
れ
て
い
る
。古
代
山
城
の
戦
略
・

戦
術
を
探
る
上
で
、
巻
二
八
「
壬
申
紀
」
の
記
事
は
大
い
に
参
考
と
な
る
が
、

天
武
朝
の
正
統
性
を
語
る
と
い
う
点
で
壬
申
紀
の
記
述
は
一
貫
し
て
お
り
、
編

纂
側
の
政
治
的
意
図
は
確
実
視
で
き
る(

早
川
二
〇
〇
九)

。
た
だ
し
、「
多
数

の
関
係
者
が
想
定
さ
れ
る
よ
う
な
ケ
ー
ス(

戦
い
な
ど)

に
お
い
て
は
、
文
飾
・

潤
色
は
あ
っ
て
も
、
争
乱
の
な
か
の
事
件
そ
の
も
の
の
「
造
作
」
は
不
可
能
に

近
い
」
と
把
握
で
き
る(

早
川
二
〇
〇
九)

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
古
代
山
城
が

運
用
さ
れ
て
い
た
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
同
時
代
の
歴
史
書
で
あ
る
点
は
重
要
で

あ
り
、
同
時
代
人
の
戦
略
・
戦
術
に
対
す
る
合
理
的
思
考
を
探
る
上
で
の
基
本

文
献
と
な
る
（
小
嶋
二
〇
一
六
）。

『
日
本
書
紀
』
記
載
の
集
団
戦
闘
を
分
類
す
る
と
、
そ
の
形
態
は
「
①
防
御

施
設
の
包
囲
（
焼
き
討
ち
）」、「
②
交
通
路
の
封
鎖
」、「
③
会
戦
・
陣
地
戦
」、「
④

突
撃
・
追
撃
」、「
⑤
奇
襲
（
夜
襲
）・
伏
兵
」
に
大
別
で
き
る
。
ま
た
、
戦
時

下
の
古
代
山
城
の
運
用
事
例
と
し
て
、
壬
申
の
乱
に
お
け
る
三
尾
城
と
高
安
城

の
二
つ
の
城
の
記
述
が
注
目
で
き
る
。
前
者
の
三
尾
城
は
記
載
が
簡
素
な
た
め

に
、
戦
闘
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
同
日
に
瀬
田
の
戦
い
の
勝
敗
が
決

し
て
お
り
、
大
友
皇
子
を
中
心
と
す
る
近
江
軍
の
主
力
は
瀬
田
橋
西
岸
に
着
陣

す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
高
安
城
は
、
奈
良
盆
地
と
大
阪
平
野
に
挟
ま
れ
た
高
安

山
に
築
か
れ
た
古
代
山
城
で
あ
る
。
壬
申
の
乱
に
お
け
る
大
和
・
河
内
の
戦
場

は
、
奈
良
山
や
飛
鳥
上
道
・
中
道
・
下
道
等
で
展
開
し
て
お
り
、
三
尾
城
と
同

第７図　肥後国の鉄鏃２
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勢
の
進
軍
速
度
が
速
い
交
通
路
（
官
道
）
で
あ
り
、
峠
（
関
）
や
河
川
（
渡
河

地
点
）、港（
上
陸
地
点
）を
基
本
的
な
迎
撃
地
点
と
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

鞠
智
城
に
当
て
は
め
れ
ば
、
主
戦
場
は
車
路
官
道
で
あ
り
、
菊
池
川
・
迫
間
川
・

木
野
川
の
渡
河
地
点
が
迎
撃
地
点
で
あ
っ
た
と
想
定
す
る
。
あ
る
い
は
、
台
台

地
上
へ
の
接
続
路
も
迎
撃
地
点
の
候
補
と
な
る
。

迎
撃
に
際
し
て
は
、
鍋
田
横
穴
墓
群
に
も
刻
ま
れ
て
い
る
「
置
盾
」
を
基
点

と
し
た
陣
地
を
構
築
し
、
弓
矢
を
用
い
た
長
距
離
戦
闘
を
主
体
と
し
て
い
た
。

戦
局
は
弓
矢
・
弩
矢
を
か
い
く
ぐ
っ
た
歩
兵
・
騎
兵
の
突
撃
に
左
右
さ
れ
、
追

撃
で
は
騎
兵
が
主
体
的
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
基
本
装
備
は
兵
士
各

人
の
自
備
を
原
則
と
す
る
が
、
消
耗
品
で
あ
る
矢
は
公
的
に
備
蓄
が
図
ら
れ
て

い
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
鉄
鏃
の
組
成
は
兵
士
自
備
が
在
地
様
式（
圭
頭
式
・

飛
燕
式
・
雁
又
式
）
を
多
く
含
む
状
況
に
あ
っ
た
。
ま
た
、『
日
本
書
紀
』
に

は
館
や
古
代
寺
院
が
戦
時
下
に
お
い
て
防
御
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
事
例
が

多
く
見
ら
れ
、
鞠
智
城
周
辺
の
評
衙
（
郡
衙
）・
寺
院
も
利
用
を
想
定
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
と
く
に
、
古
墳
時
代
以
前
の
徴
兵
は
血
縁
集
団
や
部
民
集

団
を
中
核
と
し
て
お
り
、「
館
・
家
」
が
兵
士
の
集
結
場
所
と
な
っ
て
い
た
。

天
平
一
二
年
（
七
四
〇
）
の
藤
原
広
嗣
の
乱
に
お
い
て
も
、
戦
場
と
な
っ
た
豊

前
国
で
郡
司
層
を
核
と
し
た
集
団
戦
闘
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
評
造
を
核
と
し

た
徴
兵
も
鞠
智
城
築
造
時
に
は
機
能
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。

迎
撃
に
失
敗
し
た
際
に
、
は
じ
め
て
古
代
山
城
は
防
御
施
設
と
し
て
の
運
用

が
本
格
化
す
る
。
日
本
列
島
に
お
け
る
防
御
施
設
と
し
て
の
運
用
事
例
は
、
三

尾
城
の
み
で
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
公
約
数
的
に
想
定
す
れ
ば
、
高
所
か
ら
の

敵
軍
把
握
を
基
に
襲
撃
地
点
の
城
門
・
城
壁
（
土
塁
）
に
兵
士
を
集
結
さ
せ
る

こ
と
を
基
本
戦
術
に
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
敵
軍
は
進
軍
速
度
が
遅
く
な

る
傾
斜
地
を
登
る
た
め
、
敵
軍
の
視
認
を
経
た
対
処
的
戦
闘
を
想
定
し
て
い
た

第８図　車路官道と鞠智城周辺の古代遺跡

第９図　鞠智城跡城域図

様
に
主
戦
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
大
伴
吹
負
が
河
内
か
ら
の
近
江
軍

の
侵
攻
を
防
ぐ
に
あ
た
り
、
重
要
視
し
た
の
は
交
通
路
の
封
鎖
で
あ
り
、
大
和

へ
の
進
入
路
に
各
軍
勢
を
配
し
て
い
た
。
高
安
城
は
竜
田
の
封
鎖
に
向
か
っ
た

坂
本
臣
財
ら
に
よ
り
攻
略
さ
れ
て
い
る
が
、
同
員
数
は
最
大
で
も
三
〇
〇
名
と

少
な
い
。
ま
た
、
近
江
軍
は
坂
本
臣
財
ら
と
交
戦
す
る
前
に
逃
散
し
て
お
り
、

不
確
実
な
が
ら
守
衛
し
て
い
た
近
江
軍
の
兵
数
も
少
数
で
あ
っ
た
と
想
定
で
き

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
高
安
城
を
占
拠
し
た
坂
本
臣
財
の
対
応
で
あ
り
、
城
内

か
ら
の
眺
望
に
よ
り
河
内
方
面
の
近
江
軍
の
動
向
を
把
握
し
、
近
江
軍
の
迎
撃

へ
と
向
か
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
高
所
か
ら
の
軍
勢
の
把
握
は
、
古
代
山
城
を

利
用
し
た
基
本
戦
術
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

（
二
）
鞠
智
城
跡
の
遺
跡
形
成
過
程

次
に
鞠
智
城
の
運
用
を
規
定
す
る
自
然
環
境
・
土
地
利
用
状
況
に
つ
い
て
整

理
す
る
。
鞠
智
城
は
木
野
川
と
迫
間
川
に
挟
ま
れ
た
米
原
台
地
に
立
地
し
、
台

地
南
方
約
五
㎞
に
菊
池
川
が
西
流
す
る
。
米
原
台
地
の
地
質
は
、
大
別
し
て
北

側
が
花
崗
岩
を
基
盤
層
と
し
、
南
側
が
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
を
基
盤
層
と
す

る
。阿

蘇
山
を
中
心
に
分
布
す
る
阿
蘇
四
火
砕
流
堆
積
物
は
、
肥
後
国
の
景
観
を

特
色
づ
け
る
台
地
地
形
と
急
峻
な
侵
食
谷
を
生
み
出
し
た
。
鞠
智
城
が
あ
る
米

原
台
地
と
台
台
地
の
間
に
も
、
絶
壁
に
近
い
傾
斜
地
に
挟
ま
れ
た
「
迫
地
」
が

複
雑
に
入
り
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
標
高
や
比
高
差
の
み
で
は
表
現
し
き
れ

な
い
鞠
智
城
の
特
質
（
古
代
山
城
の
個
性
・
地
域
性
）
と
い
え
よ
う
。

米
原
台
地
の
大
幅
な
地
形
改
変
を
伴
う
土
地
利
用
は
、
古
墳
時
代
後
期
以
降

に
確
認
で
き
る
。
台
地
上
に
築
か
れ
た
黄
金
塚
古
墳
は
そ
の
初
現
的
事
例
と
な

る
。
後
の
鞠
智
城
の
中
枢
部
と
な
っ
た
長
者
原
地
区
で
は
、
六
世
紀
後
半
か
ら

七
世
紀
前
半
の
集
落
が
営
ま
れ
て
お
り
、
城
内
の
主
要
範
囲
が
生
活
圏
の
中
心

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
（
木
村
二
〇
一
二
）。
ま
た
、
堀
切
門
南
側
の

迫
地
や
台
台
地
の
縁
で
は
横
穴
墓
群
が
六
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
か
け
て
造
営
さ

れ
て
い
る
（
一
）

。
こ
の
よ
う
に
、
鞠
智
城
周
辺
の
地
勢
に
対
す
る
理
解
は
、
古

墳
時
代
後
期
に
は
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
判
断
で
き
る
。

（
三
）
鞠
智
城
の
施
設

鞠
智
城
中
枢
の
建
物
遺
構
は
長
者
原
地
区
に
集
中
し
、
現
在
ま
で
に
七
二
棟

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
鞠
智
城
Ⅰ
期
の
建
物
遺
構
は
二
一
棟
で
あ

り
、
兵
舎
（
一
六
・
一
七
号
建
物
）
や
倉
庫
（
二
五
号
建
物
）
と
目
さ
れ
る
建

物
を
含
む
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
建
物
群
か
ら
北
方
谷
筋
で
確
認
さ
れ
た
貯
水
池

は
、
七
世
紀
後
半
に
は
使
用
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
設
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、台
地
の
縁
に
城
壁
（
土
塁
）
が
巡
る
。

発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
土
塁
は
、
南
側
・
西
側
土
塁
の
み
と
な
る
。
こ
の
う

ち
、
南
側
土
塁
は
長
者
原
地
区
か
ら
谷
を
挟
ん
だ
細
い
尾
根
線
（
屏
風
岩
ラ
イ

ン
）
に
築
か
れ
て
お
り
、
積
極
的
に
迫
地
を
城
郭
構
造
に
取
り
込
む
状
況
が
伺

え
る
。
城
門
は
現
在
ま
で
に
池
ノ
尾
門
・
堀
切
門
・
深
迫
門
の
三
箇
所
で
確
認

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
奥
ま
っ
た
谷
地
形
に
築
か
れ
、
遠
方
か
ら
城
門
を
目

視
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

（
四
）
鞠
智
城
の
防
衛

以
上
の
項
目
を
整
理
し
て
、
戦
時
下
に
お
け
る
鞠
智
城
の
運
用
を
考
察
す

る
。
ま
ず
、
古
代
山
城
は
開
戦
当
初
か
ら
「
戦
場
」
と
し
て
の
利
用
を
想
定
し

て
お
ら
ず
、
①
兵
士
の
集
結
場
所
（
派
兵
）、
②
兵
糧
・
兵
器
の
守
衛
（
供
給
）、

③
高
所
か
ら
の
敵
軍
把
握
と
し
て
の
機
能
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

当
然
、
鞠
智
城
の
戦
術
的
運
用
範
囲
は
木
村
龍
生
氏
が
提
示
し
た
可
視
領
域
内

と
な
り
、
ほ
ぼ
菊
鹿
盆
地
に
限
定
で
き
る
（
木
村
二
〇
一
四
）
（
二
）

。

『
日
本
書
紀
』
記
載
の
戦
闘
形
態
・
戦
場
を
論
拠
と
す
れ
ば
、
主
戦
場
は
軍
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お
わ
り
に

鞠
智
城
築
造
前
後
の
軍
備
に
つ
い
て
、
鞠
智
城
と
大
宰
府
の
対
比
を
軸
に
検

討
を
進
め
た
。
鞠
智
城
城
内
で
は
、
小
規
模
な
が
ら
律
令
的
複
合
冶
金
工
房
が

操
業
さ
れ
た
と
見
ら
れ
、
鞠
智
城
繕
治
以
前
に
大
宰
府
や
畿
内
か
ら
の
技
術
移

動
が
認
め
ら
れ
る
。
搬
入
に
よ
り
備
蓄
さ
れ
た
兵
器
は
、
大
宰
府
保
有
兵
器
の

検
討
か
ら
、
弓
矢
を
主
体
と
し
た
可
能
性
が
高
い
。
諸
国
器
杖
制
導
入
以
前
の

大
宰
府
管
内
の
矢
（
鉄
鏃
）
は
中
央
様
式
と
在
地
様
式
が
並
存
し
て
お
り
、
肥

後
国
兵
士
が
自
備
し
た
矢
は
在
地
様
式
の
比
率
が
高
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
の
兵
器
を
運
用
す
る
鞠
智
城
の
防
衛
設
計
に
お
い
て
は
、
鞠
智
城
の
特
色

で
あ
る
迫
地
等
を
利
用
し
た
高
所
か
ら
の
遠
距
離
戦
闘
を
想
定
し
て
い
た
だ
ろ

う
。
防
衛
施
設
と
し
て
鞠
智
城
を
評
価
す
れ
ば
、
比
高
差
や
標
高
の
み
で
は
表

現
で
き
な
い
堅
牢
さ
が
認
め
ら
れ
、
肥
後
国
の
風
土
が
生
み
出
し
た
唯
一
無
二

の
名
城
と
評
価
で
き
る
。

注（
一
）　

木
村
龍
生
氏
よ
り
ご
教
示
頂
い
た
。

（
二
）　

隼
人
の
乱
に
お
け
る
後
方
兵
站
等
を
含
め
た
戦
略
的
運
用
範
囲
は
、
可
視
領
域
内
に
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。

参
考
文
献

大
澤
正
巳
二
〇
一
四
「
大
宰
府
史
跡
不
丁
地
区
出
土
鍛
冶
・
鋳
造
関
連
遺
物
の
金
属
学
的
調

　
　

査
」『
大
宰
府
政
庁
周
辺
官
衙
跡
Ⅴ
』
九
州
歴
史
資
料
館

木
村
龍
生
二
〇
一
二
「
鞠
智
城
跡
出
土
の
土
器
に
つ
い
て
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ
』
熊
本
県
文
化
財

　
　

調
査
報
告
書
第
二
七
六
集　

熊
本
県
教
育
委
員
会

木
村
龍
生
二
〇
一
四
「
鞠
智
城
の
役
割
に
関
す
る
一
考
察
―
熊
襲
・
隼
人
対
策
説
へ
の
反
論

　
　

―
」『
鞠
智
城
跡
Ⅱ 

論
考
編
一
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

小
池
伸
彦
二
〇
一
一
「
古
代
冶
金
工
房
と
鉄
・
鉄
器
生
産
」『
官
衙
・
集
落
と
鉄
』
奈
良
文
化

　
　

財
研
究
所
研
究
報
告
第
六
集 

奈
良
文
化
財
研
究
所

小
嶋
篤 

二
〇
一
二
「
大
宰
府
の
弓
金
具
―
大
宰
府
史
跡
・
蔵
司
地
区
出
土
の
両
頭
金
具
―
」

　
　
『
都
府
楼
』
四
四
号 

古
都
大
宰
府
保
存
協
会

小
嶋
篤 

二
〇
一
三
「
九
州
北
部
の
木
炭
生
産
―
製
炭
土
坑
の
研
究
―
」『
福
岡
大
学
考
古
学
論

　
　

集
２
』
福
岡
大
学
考
古
学
研
究
室

小
嶋
篤
二
〇
一
四
ａ
「
大
宰
府
保
有
兵
器
の
蓄
積
過
程
」『
古
代
武
器
研
究
』
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
一
〇 

　
　

古
代
武
器
研
究
会

小
嶋
篤
二
〇
一
四
ｂ
「
小
郡
官
衙
遺
跡
出
土
鉄
鏃
の
研
究
」『
九
州
歴
史
資
料
館
研
究
論
集

　
　

三
九
』
九
州
歴
史
資
料
館

小
嶋
篤
二
〇
一
五
「
砦
見
大
塚
古
墳
出
土
鉄
鏃
の
検
討
」『
砦
見
大
塚
古
墳 

カ
ワ
ラ
ケ
田
遺
跡

　
　

二
次
調
査
三
』
東
九
州
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
一
七 

九
州
歴
史
資
料
館

小
嶋
篤
二
〇
一
六
「
兵
器
の
様
相
か
ら
み
た
古
代
山
城
」『
築
城
技
術
と
遺
物
か
ら
見
た
古
代

　
　

山
城
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

津
野
仁 

二
〇
一
一
『
日
本
古
代
の
武
器
・
武
具
と
軍
事
』
吉
川
弘
文
館

津
野
仁 

二
〇
一
五
『
日
本
古
代
の
軍
事
武
装
と
系
譜
』
吉
川
弘
文
館

橋
本
達
也
二
〇
〇
八
「
九
州
に
お
け
る
古
墳
時
代
後
期
の
甲
冑
と
鉄
鏃
」『
後
期
古
墳
の
再
検

　
　

討
』
第
一
一
回
九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会
資
料
集 

九
州
前
方
後
円
墳
研
究
会

早
川
万
年
二
〇
〇
九
『
壬
申
の
乱
を
読
み
解
く
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
二
八
四 

吉
川
弘

　
　

文
館

松
川
博
一
二
〇
一
二
「
大
宰
府
軍
制
の
特
質
と
展
開
―
大
宰
府
常
備
軍
を
中
心
に
ー
」『
九
州

　
　

歴
史
資
料
館
研
究
論
集
三
七
』
九
州
歴
史
資
料
館

水
野
敏
典
二
〇
一
三
「
鉄
鏃
」『
古
墳
時
代
の
考
古
学
４ 

副
葬
品
の
型
式
と
編
年
』
同
成
社

向
井
一
雄
二
〇
一
四
「
鞠
智
城
の
変
遷
」『
鞠
智
城
跡
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論
考
編
２
』
熊
本
県
教
育
委
員
会

だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
当
然
な
が
ら
、
弓
矢
や
投
石
を
用
い
た
高
所
か
ら
の
長
距

離
戦
闘
が
主
体
で
あ
っ
た
こ
と
は
容
易
に
考
え
ら
れ
る
。

鞠
智
城
に
焦
点
を
絞
っ
て
論
述
す
る
上
で
は
、
施
設
・
土
地
利
用
・
自
然
地

形
・
可
視
領
域
が
論
拠
と
な
る
。
鞠
智
城
の
南
方
・
西
方
は
車
路
官
道
が
接
続

し
て
お
り
、
兵
士
の
大
量
動
員
が
可
能
な
だ
け
で
な
く
、
進
軍
速
度
も
速
い
場

所
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
鞠
智
城
の
守
衛
に
お
い
て
は
、
南
方
と
西
方
が
重
視

さ
れ
た
と
見
ら
れ
、鞠
智
城
の
土
塁
も
南
側
と
西
側
で
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、

城
内
か
ら
の
眺
望
は
、
南
方
と
西
方
で
大
き
く
異
な
る
。
西
方
は
眼
下
に
木
野

川
が
流
れ
、
遠
方
の
山
鹿
か
ら
城
壁
ま
で
ほ
ぼ
切
れ
間
な
く
眺
望
が
利
く
。
こ

れ
に
対
し
、
南
方
は
眼
下
に
台
台
地
が
あ
る
た
め
、
遠
方
の
菊
池
川
本
流
付
近

は
視
認
で
き
る
が
、
台
台
地
に
近
づ
く
ほ
ど
視
認
が
困
難
と
な
る
。
加
え
て
、

台
台
地
を
抜
け
た
迫
地
に
入
る
と
城
内
か
ら
は
全
く
眺
望
が
利
か
な
い
。
つ
ま

り
、
台
台
地
ま
で
防
衛
線
を
広
げ
る
か
は
不
明
だ
が
、
戦
時
下
の
鞠
智
城
で
は

迫
地
を
防
衛
領
域
に
想
定
し
て
い
た
と
考
え
る
。
鞠
智
城
の
占
地
を
検
討
し
た

向
井
一
雄
氏
も
、「
南
方
か
ら
鞠
智
城
に
向
か
お
う
と
す
る
と
段
丘
崖
と
狭
い

浸
食
谷
が
い
わ
ば
自
然
の
防
衛
ラ
イ
ン
を
形
成
し
て
い
る
」
と
し
、「
段
丘
の

縁
辺
部
は
比
高
四
〇
～
五
〇
ｍ
の
急
崖
と
な
っ
て
登
る
こ
と
は
難
し
く
、
狭
い

支
谷
に
分
け
入
っ
て
も
左
右
の
台
地
か
ら
挟
撃
さ
れ
る
怖
れ
が
あ
る
」
こ
と
を

指
摘
し
て
い
る
（
向
井
二
〇
一
四
）。
城
内
か
ら
眺
望
が
利
か
な
い
反
面
で
、

防
衛
に
は
適
し
た
地
形
と
な
る
迫
地
は
、
鞠
智
城
築
造
時
の
防
衛
設
計
に
組
み

込
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

こ
の
点
を
補
強
す
る
の
は
、
七
世
紀
に
お
け
る
鞠
智
城
周
辺
の
地
勢
的
理
解

で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
米
原
台
地
は
古
墳
時
代
後
期
に
は
生
活
圏
の
中

心
と
な
っ
て
お
り
、
台
地
・
迫
地
・
低
地
に
応
じ
た
土
地
利
用
が
な
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
鞠
智
城
自
体
も
迫
地
や
屏
風
岩
ラ
イ
ン
を
城
内
に
取
り
込
む
構
造

で
あ
り
、理
念
だ
け
で
な
く
、実
態
に
即
し
た
設
計
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
日

本
書
紀
』
記
載
の
集
団
戦
闘
で
は
、
防
衛
に
お
け
る
伏
兵
や
谷
地
形
に
関
す
る

記
述
が
散
見
さ
れ
、
古
代
山
城
築
造
時
に
お
け
る
戦
術
的
理
解
か
ら
も
、
迫
地

を
用
い
た
防
衛
設
計
が
裏
付
け
ら
れ
る
。

（
五
）
小
結

上
記
で
は
、
戦
時
下
の
鞠
智
城
の
防
衛
設
計
に
お
い
て
、
備
蓄
さ
れ
た
兵
器

や
兵
士
自
備
の
兵
器
が
ど
の
よ
う
な
運
用
を
想
定
し
て
い
た
の
か
を
検
討
し

た
。
と
く
に
、
急
峻
な
崖
に
囲
ま
れ
た
鞠
智
城
で
は
、
陣
地
戦
に
展
開
す
る
可

能
性
が
高
く
、
高
所
か
ら
の
弓
（
弩
）
矢
・
投
石
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
運
用
面
か
ら
見
て
も
、
鞠
智
城
の
備
蓄
兵
器
の
主
体
は
弓
矢
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

古
代
山
城
に
は
、「
平
時
」
と
「
戦
時
」
と
い
う
二
つ
の
側
面
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
鞠
智
城
の
場
合
、
菊
鹿
盆
地
の
中
央
に
張
り
出
す
台
台
地
で
は

な
く
、
迫
地
に
囲
ま
れ
た
米
原
台
地
に
築
か
れ
た
。
こ
の
点
か
ら
も
、
鞠
智
城

は
「
平
時
」
よ
り
も
「
戦
時
」
の
機
能
を
重
視
し
た
防
衛
施
設
と
し
て
築
か
れ

た
こ
と
が
伺
え
る
。
た
だ
し
、
鞠
智
城
を
主
戦
場
と
し
た
戦
争
は
起
こ
ら
ず
、

平
時
の
山
城
の
ま
ま
廃
城
を
迎
え
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
時
の
鞠
智
城
の
城
域

は
「
内
城
地
区
」
と
認
識
で
き
る
が
、
戦
時
の
防
衛
設
計
で
は
、
城
外
に
巡
る

迫
地
も
防
衛
領
域
と
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
主
戦
場
に
想
定
で

き
る
車
路
官
道
に
近
い
西
方
や
南
方
の
迫
地
を
重
要
視
し
た
設
計
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
迫
地
に
囲
ま
れ
た
景
観
こ
そ
、
他
の
古
代
山
城
に
は

な
い
鞠
智
城
の
特
質
で
あ
る
。
鞠
智
城
跡
の
保
護
に
当
た
っ
て
は
、
迫
地
を
含

め
た
歴
史
的
景
観
の
保
全
が
求
め
ら
れ
よ
う
。




